
広報

多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」

令和5年 8月1日発行

令和5年

8
No.591
������

T A R A M A  V I L L A G E  P U B L I C I T Y  P A P E R S

撮影  村山武範

緑の中に赤い姿
虫を補食するアカショウビン



広報

親子で楽しもう 七夕夏祭り 多良間保育所

第73回  社会を明るくする運動

内
閣
総
理
大
臣
、沖
縄
県
知
事
、

沖
縄
県
教
育
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達

式
が
７
月
７
日（
金
）役
場
会
議
室

で
行
わ
れ
た
。
那
覇
保
護
観
察
所

宮
古
島
駐
在
官
事
務
所
の
石
内
主

任
官
が｢

保
護
司
を
は
じ
め
と
す

る
民
間
協
力
者
、地
域
の
多
く
の

方
々
に
ご
理
解
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
立
ち
直
り
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
く
。｣

等
と
し
た
、岸
田
内
閣

総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し

て
伊
良
皆
村
長
へ
手
渡
し
た
。
続

い
て
玉
城
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

宮
古
保
護
司
会
宮
國
副
会
長
か
ら

伊
良
皆
村
長
へ
伝
達
し
、沖
縄
県

教
育
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
宮
古
保
護

司
会
多
良
間
支
部 

大
城
支
部
長

か
ら
池
城
教
育
長
へ
伝
達
し
た
。

こ
の
後
、街
頭
車
両
広
報
宣
伝

活
動
出
発
式
が
行
わ
れ
、伊
良
皆

村
長
は｢

犯
罪
や
少
年
事
件
を
減

ら
し
、安
全
で
安
心
な
地
域
社
会

を
築
い
て
い
く
た
め
に
家
庭
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、学
校
関
係
者
や

地
域
に
お
住
ま
い
の
方
々
か
ら
積

極
的
な
情
報
提
供
を
お
願
い
す
る

と
と
も
に
、全
て
の
村
民
が
力
を

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。｣

と
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

内
閣
総
理
大
臣
等
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

   

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

７
月
13
日
、多
良
間
保
育
所
に
て

「
七
夕
夏
祭
り
」が
開
催
さ
れ
た
。

園
児
に
よ
る
歌
や
音
頭
を
は
じ
め
、

金
魚
・
ヨ
ー
ヨ
ー
す
く
い
や
保
護
者
に

よ
る
創
作
劇「
七
夕
物
語
」、花
火
な
ど

で
祭
り
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
多

く
の
村
民
の
方
も
訪
れ
、保
育
所
の
園

児
達
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
な

お
祭
り
と
な
っ
た
。

メッセージ伝達式　役場会議室

御神輿を担いで入場する園児たち
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教育委員表彰

６
月
18
日（
日
）、グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
場
に
て
青
年
会
主
催
の

U-35 TARAM
A 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
た
。
大
会
を

通
し
て
島
内
の
青
年
間
の
親
睦
・

交
流
を
図
る
と
と
も
に
、青
年
会

主
催
の
行
事
開
催
に
向
け
た
連

携
・
団
結
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
、約
50
名
の
参
加
者
が
優
勝
を

目
指
し
て
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

た
。
競
技
は
会
場
に
設
定
さ
れ
た

コ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
２
コ
ー
ス
プ

レ
ー
し
、そ
の
合
計
打
数
に
よ
り

勝
敗
が
決
ま
る
。
入
賞
者
は
以
下

の
と
お
り
。

 1位　アグンズ　    　194点
2位　古い青年会　　208点
3位　JA＆おまわり　212点

団
体
戦

個
人
戦（
女
子
）

個
人
戦（
男
子
）

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

 1位　大 浜　裕 太　　44点
2位　安里　　淳　　　45点
3位　東風平　勝平　　46点

 1位　高江洲　舞香　　45点
2位　垣花　英里佳　　53点
　　　長浜　かりん　　53点

久 志　勝 一　　石 原　風 花
長浜　かりん　　東風平　勝平
高江洲　舞香　　大 浜　裕 太

村
長
室
に
て
教
育
委
員
の

新
里
五
子
さ
ん
の
表
彰
が
行

わ
れ
た
。

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会

連
合
会
、沖
縄
県
市
町
村
教
育

委
員
会
連
合
会
の
仲
本
千
佳

子
会
長
よ
り
表
彰
が
あ
り
、池

城
教
育
長
か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
た
。

新
里
五
子
さ
ん
は
多
年
に

わ
た
り
教
育
委
員
と
し
て
地

方
教
育
行
政
の
重
責
を
担
い

教
育
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
。

表
彰
を
受
け
た
新
里
五
子
さ
ん

団体戦１位 アグンズ・２位 古い青年会 個人戦２位 安里淳さん・１位 大浜裕太さん
３位 東風平勝平さん

個人戦女子１位 高江洲舞香さん

U-35  TARAMA  グラウンドゴルフ交流大会
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広報

2023年7月15日に全線復旧する南阿蘇鉄道 トロッコ列車

令和 5年度多良間村少年海外奨学生助成金交付式

６
月
30
日（
金
）役
場
に
て
令
和
５
年

度
多
良
間
村
少
年
海
外
奨
学
生
助
成
金

交
付
式
が
行
わ
れ
た
。
派
遣
さ
れ
る
の

は
美
里
雫
さ
ん
、佐
和
田
ひ
ま
り
さ
ん
、

知
念
夏
海
さ
ん
、糸
洲
朝
輝
さ
ん
、諸

見
里
美
柚
さ
ん
、清
村
仁
愛
さ
ん
の
６

名
。
こ
の
事
業
は
少
年
を
海
外
へ
派
遣

し
、国
際
的
視
野
を
広
め
、次
代
を
担
う

に
ふ
さ
わ
し
い
少
年
を
育
成
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。
今
年

度
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
サ
ン
タ
マ
リ
ア
に
７
月
26
日
〜

８
月
18
日
ま
で
の
24
日
間
滞
在
す
る
。

池
城
教
育
長
は｢

マ
ス
ク
で
口
は
見

え
な
い
が
目
が
嬉
し
そ
う
に
見
え
る
。

ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は

理
解
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、す
ら
す
ら

と
出
来
な
く
て
も
間
違
い
を
覚
悟
で
喋

る
事
が
大
切
。｣

と
激
励
の
言
葉
を
述
べ

た
。伊

良
皆
村
長
は｢

皆
さ
ん
に
は
大
い

に
頑
張
っ
て
も
ら
い
、体
験
し
た
報
告

を
聞
け
る
よ
う
に
待
っ
て
い
る
。｣

と
述
べ
、

垣
花
校
長
は｢

多
く
の
事
を
学
び
、国
際

人
と
し
て
も
活
躍
で
き
る
人
間
に
な
っ

て
ほ
し
い
。｣

と
述
べ
た
。

６
名
は｢

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
英
語
力

を
上
げ
、自
分
の
将
来
に
繋
げ
た
い｣｢

ア

メ
リ
カ
の
文
化
や
人
と
関
わ
る
こ
と
で

将
来
の
視
野
が
広
が
る
と
思
う｣｢

礼
儀

を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
た
い｣

な
ど
、抱
負

を
語
っ
た
。

保
護
者
を
代
表
し
て
清
村
賢
一
さ
ん

は｢

自
分
の
生
ま
れ
た
島
、沖
縄
、日
本

の
こ
と
を
し
っ
か
り
学
ぶ
こ
と
が
国
際

人
と
し
て
の
基
本
。
こ
の
こ
と
を
胸
に

３
週
間
ア
メ
リ
カ
で
良
い
経
験
を
し
て

き
て
ほ
し
い
。｣

と
話
し
た
。

交付式終了後の記念撮影　役場会議室

「日本で最も美しい村」連合九州ブロック広報リレー

高
森
町
に
お
い
て
は
、熊
本
地
震
で
被
災
し
た
南
阿
蘇
鉄

道
が
２
０
２
３
年
７
月
15
日
に
全
線
開
通
し
、観
光
客
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
元
年
度
に
設
立
し
ま
し
た「
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
阿
蘇
支
部
」に
お
い
て
は
高
森
町
・
南
小
国
町
へ
の
観
光

入
込
客
数
増
加
を
目
的
に
令
和
５
年
度
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
夏
・
冬
の
２
回
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
予
定
し
て

お
り
、高
森
町
・
南
小
国
町
そ
れ
ぞ
れ
の
町
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
予
定
で
す
。
両
町
４
箇
所
ず
つ
ス
タ
ン
プ
ス
ポ
ッ
ト

を
設
定
し
、ス
タ
ン
プ
を
集
め
た
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
案

内
所
に
お
い
て
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
を
行
い
、ト
ロ
ッ
コ
列
車
体

験
チ
ケ
ッ
ト
や
黒
川
温
泉
入
湯
手
形
な
ど
が
当
た
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
で

落
選
し
た
場
合
も
特
産

品
が
当
た
る
ダ
ブ
ル
チ
ャ

ン
ス
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
通
し
て
、両
町
を

周
遊
し
て
い
た
だ
き
、楽

し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
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沖縄県内では、令和4年中に269人の方が自殺で亡くなっています。
あなたも悩んでいる人に気づいたら、どうか優しく声をかけてみてください。
その小さな気づきと声かけで守れる命がきっとあります。

一人で悩まず、早めにご相談
ください。 一緒に考えて解決し
ていきましょう。本人だけでなく、
周囲の人の気づきも大切です。

内閣府からのお知らせ

こころの健康について考えてみませんか?
～9/10－9/16 は自殺予防週間です～

宮古保健所では精神科医師による相談事業（無料・要予約）も行っています。
詳しくは宮古保健所地域保健班までお問い合わせください。（0980-72-8447）

「
重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島
等
に
お
け
る
土
地
等
の
利
用

状
況
の
調
査
及
び
利
用
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、防

衛
関
係
施
設
等
の
周
囲
お
お
む
ね
１
、０
０
０
ｍ
の
区
域
内
及
び

国
境
離
島
等
の
区
域
内
の
区
域
を「
注
視
区
域
」・「
特
別
注
視
区
域
」

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、７
月
12
日
に
村
内

の
一
部
の
区
域
を
注
視
区
域
と
し
て
指
定
し
、８
月
15
日
に
施
行

す
る
予
定
で
す
。
施
行
日
後
に
お
い
て
は
、指
定
さ
れ
た
区
域
内

の
土
地
・
建
物
で
防
衛
関
係
施
設
等
の
機
能
を
阻
害
す
る
行
為
が

行
わ
れ
て
い
な
い
か
内
閣
府
が
調
査
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
内

閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
い
た
だ
く
か
、下
記
の
内
閣
府

の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【注視区域】
多良間島東部から南部の海岸沿い、水納島の水納御嶽
の周辺の区域
【内閣府重要土地等調査法コールセンター】
TEL：0570-001-125（平日9:30～17:30）
【HP】
https://www.cao.go.jp/tochi-chosa
 または「内閣府 重要土地」で検索

自殺を防ぐ4つの ポイント ～あなたの「気づき」「傾聴」「つなぎ」「見守り」が大切です～

相談窓口

気づき つなぎ傾 聴 見守り
家族や仲間の変化に
気づき、声をかける。

本人の気持ちを尊重
し、耳を傾ける。

早めに専門家に相談
するように促す。

暖かく寄り添いなが
ら、じっくりと見守る。

相談機関名 連絡先 利用日時

宮古保健所
地域保健班 0980-72-8447 月～金   9:00～11:30

13:00～16:00

多良間村役場
住民福祉課 0980-79-2623 月～金   9:00～12:00

13:00～17:00

沖縄いのちの電話 098-888-4343 年中無休 10:00～23:00
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多
良
間
小
学
校
体
育
館
に
て
多
良
間
村
制

施
行
１
１
０
周
年
記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。

式
典
に
は
伊
良
皆
光
夫
村
長
や
池
城
三
千
雄
教

育
長
、村
議
会
の
福
嶺
常
夫
議
長
を
は
じ
め
、玉

城
デ
ニ
ー
県
知
事
、座
喜
味
一
幸
宮
古
島
市
長
、

姉
妹
都
市
の
岩
手
県
宮
古
市
山
本
正
徳
市
長
な

ど
多
数
の
関
係
者
が
出
席
し
た
。

伊
良
皆
村
長
は｢

私
た
ち
が
今
の
幸
せ
を
享

受
で
き
て
い
る
の
は
、先
人
の
汗
と
涙
の
苦
労
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。私
た
ち
が
先
人
か
ら
受

け
継
い
だ
よ
う
に
、私
た
ち
は
輝
か
し
い
多
良

間
村
を
さ
ら
に
成
長
さ
せ
、次
世
代
に
引
き
継

ぐ
責
任
が
あ
る
。
先
人
達
の
偉
業
に
改
め
て
感

謝
と
敬
意
を
表
し
、何
事
に
も
果
敢
に
挑
戦
す

る
強
い
意
志
を
受
け
継
ぎ
、し
っ
か
り
と
こ
れ
か

ら
の
村
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い
く
。」と
述
べ
た
。

表
彰
で
は
特
別
表

彰
と
し
て
宮
古
市
長

山
本
正
徳
さ
ん（
姉

妹
市
村
の
交
流
の
絆

及
び
製
糖
工
場
煙
突

復
旧
見
舞
金
の
寄
贈
）、

琉
球
大
学
名
誉
教
授

仲
間
勇
栄
さ
ん（
多
良

間
島
の
風
水
村
落
景

観
の
研
究
及
び
日
本
林
業
遺
産
登
録
に
貢
献
）

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

自
治
功
労
表
彰
で
は
代
表
し
て
本
村
健
次
さ

ん（
議
員
10
年
以
上
）、池
間
諄
子
さ
ん（
特
別
永

年
勤
続
30
年
以
上
）に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

記念式典並びに祝賀会を挙行多良間村制施行１１０周年

アトラクション  こども獅子舞・ヨーンシー

式辞を述べる伊良皆村長

式典の様子

ところ：多良間小学校体育館
多良間村制施行１１０周年 記念式典並びに祝賀会を挙行

特別表彰
岩手県宮古市長
山本 正徳 さん

自治功労代表
本村 健次 さん

自治功労代表
池間 諄子 さん

特別表彰
琉球大学名誉教授
仲間 勇栄 さん
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多良間村制施行１１０周年

式
典
後
、多
良
間
小
学
校
体
育
館
に
て
引
き
続
き

祝
賀
会
が
開
か
れ
た
。

伊
良
皆
光
夫
村
長
ら
に
よ
る
鏡
開
き
や
、県
議
会

議
長
の
赤
嶺
昇
様
、美
ぎ
美
し
ゃ
市
町
村
会
会
長
で

宮
古
島
市
長
の
座
喜
味
一幸
様
に
よ
る
祝
福
の
あ
い
さ

つ
が
行
わ
れ
た
。そ
の
他
、余
興
や
乾
杯
の
音
頭
と
と

も
に
１
１
０
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
た
こ
と

を
盛
大
に
祝
っ
た
。

あ
い
さ
つ
で
赤
嶺
昇
県
議
会
議
長
は
沖
縄
観
光
が

活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
し
て「
多
良
間
村
に

も
多
く
の
人
が
さ
ら
に
訪
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
」

と
述
べ
た
。座
喜
味
一
幸
会
長
は「
宮
古
圏
域
と
し
て

連
携
を
取
り
な
が
ら
、し
っ

か
り
と
確
か
で
豊
か
な
振

興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。」と

語
っ
た
。

余
興
で
は
青
年
団
協
議

会
、老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、、

婦
人
連
合
会
な
ど
に
よ
る

踊
り
で
会
を
盛
り
上
げ
た
。

式
典
で
は
小・中
学
生
に
よ
る
未
来
宣

言
も
行
わ
れ
た
。

多
良
間
中
学
区
生
徒
会
執
行
部
は

｢
伝
統
あ
る
多
良
間
村
の
輝
か
し
い
未
来

の
た
め
に
、明
る
く
自
然
豊
か
で
元
気
な

子
供
達
を
育
む
島
を
実
現
し
、誇
り
あ

る
多
良
間
島
に
す
る
事
を
誓
う｣

と
宣
言
。

多
良
間
小
学
校
は｢

多
良
間
島
に
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
と
文
化
、豊
か
な

自
然
、人
々
の
思
い
を
大
切
に
し
、多
良

間
村
民
の
絆
に
誇
り
を
持
ち
、や
さ
し
く
、

つ
よ
く
、楽
し
く
、仲
間
と
支
え
合
い
な

が
ら
、喜
び
あ
ふ
れ
る
多
良
間
村
の
未
来

へ
向
か
っ
て
、一
人
一
人
の
可
能
性
を
発
揮

し
て
い
く
こ
と
を
誓
う｣

と
宣
言
し
た
。

沖縄県議会
赤嶺 昇 議長

美ぎ美しゃ市町村会
座喜味 一幸 会長

未来宣言　多良間小学校・中学校代表

とき：令和５年６月14日（水）

祝賀会の冒頭で鏡開きが行われた

組踊「忠臣仲宗根豊見親組」
第一幕　口上　（仲筋字）

笠囃　（塩川字）ふしゃぬふエイサー（青年団協議会）

老人クラブ連合会 仲本勝子さんと婦人連合会

多良間村制施行１１０周年
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広報

沖縄県・多良間村の意見交換会

６
月
13
日
、役
場
２
階
会
議
室

に
て
沖
縄
県
と
多
良
間
村
の
意
見

交
換
会
が
行
わ
れ
た
。
村
は「
肥
料

価
格
高
騰
・
飼
料
価
格
高
騰
に
対
す

る
継
続
し
た
支
援
」「
多
良
間
地
区

国
営
土
地
改
良
事
業
に
向
け
た
取

り
組
み
」の
２
項
目
を
要
望
し
、県

の
担
当
者
か
ら
は「
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
対
応
の
検
討
を
し

て
い
く
」と
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

池
城
三
千
雄
教
育
長
は
島
の
子
ど

も
達
が
15
歳
に
な
る
と
進
学
の
た

め
に
島
外
へ
出
る
状
況
を
説
明
し

「
高
校
の
分
校
設
置
は
出
来
な
い
か
」

と
要
望
。
玉
城
康
裕
県
知
事
か
ら

は「
実
現
の
為
に
何
を
は
じ
め
る

か
教
育
委
員
会
と
話
し
合
い
実
現

さ
せ
た
い
。
子
ど
も
達
の
未
来
や

希
望
を
島
で
育
ん
で
い
け
る
よ
う

な
環
境
を
創
意
工
夫
し
な
が
ら
整

え
た
い
」と
話
し
た
。

来
間
総
務
財
政
課
長
か
ら
は

｢

農
業
集
落
排
水
事
業
の
導
入｣

に

つ
い
て
要
望
が
有
り
、長
本
正
農

漁
村
基
盤
統
括
監
か
ら
前
向
き
に

検
討
し
た
い
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

意見交換会の様子

玉城知事に要望書を手渡す伊良皆村長

記念植樹記念講演

6月14日農村公園にて記念植樹が行われた。
雨が降る中、伊良皆村長を始め参加者は雨合羽・
雨靴を着用しながら苗木に鍬入れを行った。

6月14日（水）、コミュ
ニティー施設大ホール
にて琉球大学名誉教授 
農学博士 仲間勇栄氏に
よる記念講演が行われた。

蔡温の風水村落と多良間島の抱護・御嶽林
ー 日本農業遺産登録に向けて ー

記念講演　仲間勇栄氏

コミュニティー施設1階大ホールにて 土をかぶせる伊良皆村長・玉城県知事ら
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広報

岩手県宮古市と多良間村の交流

寄付御礼

６
月
14
日
、多
良
間
村
制
１
１
０
周
年
祝
福
の

た
め
姉
妹
市
村
の
岩
手
県
宮
古
市
か
ら
山
本
正
徳

市
長
、橋
本
久
夫
議
長
、伊
藤
晃
二
教
育
長
が
来
島

さ
れ
た
。
記
念
之
碑
に
は「
宮
古
市
と
多
良
間
村
は
、

安
政
６
年
に
宮
古
の
商
船
が
多
良
間
島
に
漂
着
し

島
民
の
手
厚
い
保
護
を
受
け
乗
組
員
全
員
が
無
事

に
帰
還
し
た
史
実
に
も
と
づ
い
て
結
ば
れ
た
市
村

で
あ
り
ま
す
。
両
市
村
民
の
友
好
と
親
善
を
更
に

深
め
、教
育
・
文
化
・
観
光
・
産
業
の
交
流
を
は
か
り
、

と
も
に
繁
栄
す
る
こ
と
を
念
願
し
姉
妹
市
村
を
締

結
し
ま
す
。」と
記
さ
れ
て
い
る
。

最後になりますが、多良間村制施行110周年を迎えるにあたって
ご寄付をいただいた皆様、ありがとうございました。

姉
妹
市
村
締
結
記
念
之
碑
前
に
て

姉妹市村締結記念之碑前にて

● 株式会社宮古測量設計コンサルタント
　代表取締役社長  湧川  弘範  様
● 株式会社大協企画コンサルタント
　代表取締役  上地  博通  様
● 大田  敏盛  様
● 国仲  栄助  様
● 多良間  洋二  様
● 宮里  哲  様
● 渡久山  和子  様
● 岩手県宮古市役所  企画部秘書課  御中
● 南西開発株式会社  代表取締役  玉城  修  様
● 森山  勝也  様
● パセオ建築設計室
　代表取締役  荷川取  勝彦  様
● 又吉  邦久  様
● 株式会社八島建設コンサルタント
　代表取締役  与那覇  和信  様
● 株式会社興武測量設計
　代表取締役社長  砂川  立成  様
● 株式会社東洋建設コンサルタント
　代表取締役社長  下地  明  様
● 東京多良間郷友会  御中
● 仲本  勝子  様

● 仲座  政子  様
● 多良間  朝時  様
● 照屋  健市  様
● 宮古市教育委員会  御中
● 宮古市議会  御中
● 関西宮古郷友会
　副会長  多良間支部長  下地  勝二  様
● 宮古島市長  座喜味  一幸  様
● 沖縄県土地改良事業団体連合会  親川  一志  様
● 亀川菓子店  御中
● 在沖多良間郷友会  会長  西筋  光則  様
● 株式会社西筋総合設計
　代表取締役  西筋  光則  様
● 海秀経済同友会  会長  多良間  朝時  様
● NPO法人ふしゃぬふネット  長浜  隆夫  様
● 琉球エアーコミューター株式会社
　代表取締役社長  波平  進  様
● 株式会社大成建設コンサルタント
　代表取締役社長  砂川  博昭  様
● 有限会社地建
　代表取締役  砂川  博昭  様
● 株式会社新生建設コンサルタント
　代表取締役社長  上里  聡  様
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広報

多良間村製糖工場追加費用について、当初、月島機械（株）か
ら追加費用3億7百万円の請求があり、多良間村としては過大請
求であるとの理由で支払いを拒否し続けました。その後、那覇
簡易裁判所調停委員会において、追加費用総額1億5千万円の
調停勧告があり、村としては受け入れる方向で臨時議会に提案。
しかし、臨時議会において1億5千万円の「調停」は否決されま
した。
月島機械（株）は、那覇地方裁判所へ「追加費用請求事件」と

して訴訟を起こし、18回の裁判を経て、令和4年10月31日に和
解勧告が出されました。金額は、調停勧告1億5千万円より、
3千万円多い1億8千万円でした。多良間村といたしましては、
裁判を続けてもあと何年続くか見通しが立たずメリットはな
いこと、延滞利息が発生することなどを考慮し、和解勧告を受
け入れることとしました。令和4年12月に月島機械（株）と和解
成立し、追加費用総額は1億8千万円に確定しました。
追加費用総額1億8千万円について、多良間村は、「指定管理

に関する協定書」に明記されている「同施設整備に要した費用」
に当たるとして、使用料に入れるべきと説明をしてきました。
宮古製糖（株）と協議を重ねてきた結果、理解していただき、協
議の最終合意としまして、1億8千万円全額を宮古製糖（株）が使
用料として、20年間で支払いすることになりました。
結果的に議会での否決があり、「調停」勧告より3千万円多い

額となりましたことは残念でした。
村民の皆様には、追加費用問題でご心配をおかけしましたこ

とを、深くお詫び申し上げます。

多良間村製糖工場追加費用は、
全額使用料に入れることで協議合意
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広報

人権擁護委員連合会会長表彰

自衛隊募集相談員委嘱式

令
和
５
年
５
月
16
日（
火
）

宮
古
島
地
方
合
同
庁
舎
２
階

会
議
室
に
お
い
て
宮
古
島
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
総
会
が

行
わ
れ
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
村
山
武

範
さ
ん
が
沖
縄
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
会
長
表
彰
を
受

賞
さ
れ
、多
年
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
地
域
住
民
の
人
権
の

擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
に
貢
献
し
た
功
績
が
た
た

え
ら
れ
た
。

７
月
11
日（
火
）、役
場
会
議
室
に
て
多

良
間
村
自
衛
隊
募
集
相
談
員
委
嘱
式
が

行
わ
れ
、安
里
聡
子
さ
ん
、知
念
貴
明
さ

ん
に
来
間
総
務
財
政
課
長（
代
理
）よ
り

委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。自
衛
隊
沖
縄

地
方
協
力
本
部
の
久
保
本
部
長
は
｢こ

の
春
、３
名
の
多
良
間
村
出
身
の
方
が
自

衛
隊
を
職
業
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。

防
衛
力
強
化
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、や
は

り
一
番
の
中
核
は
人
で
あ
る
。人
を
し
っ

か
り
と
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
、２
人
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

島
の
お
子
さ
ん
や
青
年
な
ど
に
自
衛
隊

の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。｣と
述
べ
た
。

委
嘱
の
期
間
は
令
和
五
年
四
月
一
日

か
ら
二
箇
年
。

表
彰
を
受
け
る
村
山
武
範
さ
ん
（
左
）

安里聡子さん（中央）、知念貴明さん（右から2人目）

特別職国家公務員への道　自衛隊への進学・就職案内

開催日：８月27日（日） 午前10時から12時
場    所：平良地方合同庁舎（２階会議室）

宮古島出張所
ツイッターQRコード

自衛隊沖縄地方協力本部宮古島出張所　住所：宮古島市平良字下里1016番地
電話：0980-72-4742　代表メールアドレス：okinawa.pco.miyako@rct.gsdf.mod.jp
ご相談は、いつでもご連絡ください!!

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日

航空学生

【海上】高卒（見込含）
　　　  23歳未満の男女
【航空】高卒（見込含）
　　　  21歳未満の男女

７月１日～９月７日 １次：９月18日（月）

一般曹候補生 18歳以上33歳未満の男女 ７月１日～９月５日 １次： 9月22日（金）~23日（土）
のいずれか

自衛官候補生 18歳以上33歳未満の男女 年間を通じて行っております。 受付時又は自衛隊沖縄地方協力本
部ホームページにてお知らせします。

防衛医科大学校（看護学科） 高卒（見込含）
21歳未満の男女 ７月１日～10月４日 １次：10月 1 4日（土）

防衛医科大学校（医学科） 高卒（見込含）
21歳未満の男女 ７月１日～10月1 1日 １次：10月2 1 日（土）

防衛大学校（一般） 高卒（見込含）
21歳未満の男女 ７月１日～10月18日 １次：10月28日（土）

進学・就職
説明会

お問合先
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広報

私
が
多
良
間
村
長
と
し
て
就
任
し
て

か
ら
、満
10
年
と
な
り
ま
し
た
。

初
当
選
し
た
10
年
前
、村
民
の
皆
様
の

口
に
は
出
さ
な
い
が
心
に
思
っ
て
い
る

意
見
、い
わ
ゆ
る
声
な
き
声
を
村
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

村
民
の
生
の
声
を
聞
く
、弱
い
立
場
の
声

を
聞
く
、村
政
の
原
点
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
村
民
が
今
何
を
望
ん
で
い
る
か

を
敏
感
に
感
じ
、村
民
の
皆
様
の
た
め
に

仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
職
員

に
定
着
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
職
員
の
意
識
改
革
に
よ
る
人

づ
く
り
は
、こ
の
10
年
間
の
村
政
運
営
の

礎
と
な
り
、情
報
公
開
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
で
、村
政
を
身
近
で
開
か
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、財
政
の
健
全
化
と
住
み
や
す

さ
の
向
上
を
追
求
し
て
き
た
と
こ
ろ
、財

政
の
状
況
は
大
幅
に
改
善
し
、平
成
23
年

度
に
は
４
億
３
千
万
円
あ
っ
た
実
質
的

な
負
債
は
、０
円
と
な
り
、プ
ラ
ス
に
転

じ
20
億
円
余
の
実
質
余
裕
金（
基
金
＋
債

権
ー
借
入
金
）を
作
り
ま
し
た
。
住
み
や

す
さ
の
面
に
お
い
て
は
、給
食
費
の
無
料

化
や
全
教
室
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
、す
べ
て

の
村
民
の
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
無
料
化
、

航
空
運
賃
低
減
化
な
ど
取
り
組
み
の
効

果
は
着
実
に
表
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、ま
だ
十
分
な
レ
ベ
ル
に
は
達

し
て
い
ま
せ
ん
。
多
良
間
の
未
来
を
形
つ

く
る
一
大
事
業
と
も
言
え
る
、「
水
あ
り

農
業
」に
向
け
た
国
営
事
業
は
、長
年
の

要
請
行
動
の
成
果
と
し
て
、本
年
度
か
ら

「
全
体
実
施
設
計
」が
始
ま
り
ま
し
た
。「
水

あ
り
農
業
」は
、先
人
た
ち
も
夢
見
て
き
た
、

有
史
以
来（
昔
か
ら
）の
願
望
で
あ
り
ま
す
。

実
現
の
た
め
に
は
、ま
だ
ま
だ
大
き
な
ハ
ー

ド
ル
を
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実

現
に
向
け
て
村
民
と
共
に
着
実
に
事
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

古
来
よ
り
幾
多
の
試
練
に
耐
え
な
が

ら
、先
人
た
ち
の
ご
尽
力
に
よ
り
、日
常

の
人
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
培
わ
れ
て

き
た
多
良
間
な
ら
で
は
の
文
化
、風
光
明

媚
な
自
然
と
歴
史
・
伝
統
が
今
に
伝
え
守

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
先
人
か
ら
受
け
継
い

だ
こ
の
貴
重
な
資
源
を
後
世
に
繋
い
で

い
く
こ
と
は
、私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、行
動
す

る
多
良
間
村
と
し
て
次
の
基
本
行
動
を

実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
１
）「
力
づ
よ

い
経
済
で
支
え
る
村
」づ
く
り（
２
）「
美

し
い
景
観
と
自
然
・
伝
統
文
化
村
」づ
く

り（
３
）地
域
を
愛
す
る「
人
」づ
く
り（
４
）

が
ん
じ
ゅ
う
し
ゃ
一
番「
健
康
な
暮
ら
し
」

づ
く
り（
５
）地
域
が
輝
く「
多
良
間
ら
し

い
村
」づ
く
り
。
今
後
、未
来
あ
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
、村
民
の
皆
様
と
協

働
し
て
多
良
間
の
文
化
・
風
土
を
活
か
し

た
風
格
あ
る
村
づ
く
り
に
向
け
て
、全
力

を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、多
良
間
の
人
口
は
年
々
減

少
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
最
大
の
要
因
は

15
の
春
で
島
を
出
て
、そ
の
後
戻
ら
な
い
、

そ
の
繰
り
返
し
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し

今
、若
者
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

で
し
ょ
う
か
、島
に
魅
力
を
感
じ
つ
つ
あ

る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
多
良
間
に
新
し

い
風
を
吹
き
込
み
、賑
わ
い
と
活
力
を
生

み
出
す
、こ
れ
こ
そ
が
私
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
の

多
良
間
村
は「
暮
ら
し
や
す
さ
」「
子
育
て

し
や
す
さ
」「
人
の
ぬ
く
も
り
」な
ど
、ど

こ
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
の
地
域
だ
と

思
い
ま
す
。
若
者
が
集
う
村
だ
か
ら
こ
そ
、

賑
わ
い
と
活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
村
民
の

皆
様
が
い
き
い
き
と
豊
に
暮
ら
せ
る
多

良
間
村
。
こ
れ
が
私
の
目
指
す「
ゆ
か゚
り

村
」で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
村
制
施
行
１
１
０
周
年
の
節

目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
現
状
に

満
足
せ
ず
、更
な
る
未
来
に
向
け
て
の
新

た
な
ス
タ
ー
ト
と
い
う
気
持
ち
で
、村
民

の
皆
様
と
心
を
ひ
と
つ
に
し
、村
長
と
し

て
の
職
責
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、引
き
続
い
て
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ひとりごと
令和5年8月
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今
年
も
、小
学
校
4
年
生
の
社
会
見
学
を
受
け
ま
し
た
。

令
和
5
年
6
月
15
日
、11
名
の
児
童
た
ち
と
、2
名
の
先
生

が
浄
水
場
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

は
っ
と
驚
く
よ
う
な
質
問
。
中
に
は
、答
え
に
窮
す
る
よ

う
な
珍
問
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、私
の
説
明
に
真
剣
に

う
な
ず
く
顔
と
顔
。
と
て
も
、有
意
義
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。

そ
ん
な
小
学
生
た
ち
か
ら
の
質
問
に
答
え
、改
め
て
多
良

間
村
の
水
道
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
多
良
間
で
は
、1
日
に
ど
れ
だ
け
の
水
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
か
？
⇩
約
4
0
0
ト
ン
。
1
ヶ
月
に
1
万
2
千
ト
ン

ほ
ど
。②
多
良
間
に
ダ
ム
は
あ
り
ま
す
か
？
⇩
あ
り
ま
せ
ん
。

川
が
無
い
か
ら
。③
水
を
作
る
の
に
ど
の
く
ら
い（
時
間
が
）

か
か
り
ま
す
か
？
⇩
約
1
時
間
。
地
下
水
が
汲
み
上
げ
ら

れ
て
、浄
水
場
で
飲
め
る
水
に
な
る
ま
で
約
1
時
間
。
⑤
小

学
校
の
皆
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
？
⇩
こ
れ
は
、と
て

も
嬉
し
い
質
問
で
す
。
水

を
大
切
に
使
っ
て
欲
し

い
。
水
を
使
い
終
わ
っ
た

ら
、ガ
ラ
ン
を
ち
ゃ
ん
と

締
め
て
欲
し
い
。

も
っ
と
も
っ
と
、沢
山

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、

紙
面
の
都
合
上
、今
日
は

こ
れ
ま
で
に
し
ま
す
。

 

令
和
５
年
8
月
号

第
19
回

水
道
担
当  

清 

村

の

はなし

水
道

あっきーの協力隊日記
こ
ん
に
ち
は
、観
光
振
興
課
・

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
あ
っ
き
ー

で
す
。

夏
真
っ
盛
り
！
な
先
日
、内
地

の
友
達
が
遊
び
に
来
て
く
れ
た
の

で
す
が
、「
朝
活
」と
称
し
て
一
緒

に
仕
事
前
に（
！
）シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ

ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
時
に
友
人
か
ら
、「
仕
事

前
に
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ん
て
、

贅
沢
す
ぎ
る
！
羨
ま
し
い
！
」と

言
わ
れ
、恵
ま
れ
た
環
境
で
過
ご

せ
て
い
る
こ
と
の
認
識
を
新
た
に

し
ま
し
た
♪

生
ま
れ
は
横
浜
、幼
少
期
は
神

戸
、育
ち
は
ま
た
横
浜
、と
、海
を

身
近
に
し
た
環
境
で
育
っ
て
き
た

私
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら「
山
よ
り

は
海
派
」。
内
陸
に
旅
行
に
行
っ

た
際
に
は
、あ
る
は
ず
が
な
い
の

に
ど
こ
か
で「
海
」を
探
し
て
し

ま
っ
て
落
ち
着
か
な
い
感
じ
に
な

る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た（
笑
）。

そ
ん
な
私
が
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
出
会

い
、多
良
間
島
に
出
会
っ
た
の
も
、

あ
る
意
味
必
然
な
の
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
出
会
っ
た

の
は
、今
と
な
っ
て
は
も
う
笑
い

話
に
な
る
の
で
す
が
、ま
だ
新
卒

と
言
わ
れ
る
時
代
。仕
事
が
忙
し

す
ぎ
て「
も
う
何
も
か
も
投
げ
出

し
た
い
！
」と
、か
な
り
落
ち
込

ん
で
い
た
時
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

と
あ
る
休
日
、ふ
と
冷
静
に
な
っ

て
、「
ど
う
せ
な
ら
、落
ち
る（
落

ち
込
む
）よ
り
、『
潜
る
』に
し
よ

う
！
」と
、は
た
か
ら
見
た
ら
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
理
論
で
、ダ
イ
ビ

ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
に
駆
け
込
ん
で
い

ま
し
た（
笑
）。

そ
の
お
か
げ
で
、多
良
間
に
出

会
え
、優
雅
に「
朝
活
」な
ど
し
て

い
る
の
で
す
か
ら
、人
生
は
ど
こ

で
ど
う
転
ぶ
の
か
、本
当
に
分
か

り
ま
せ
ん
ね
！
こ
れ
か
ら
も
こ
の

頂
い
た
ご
縁
を
大
切
に
、島
で
の

生
活
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
♪

説明を真剣に聴く児童たち

「収入保険」は、自然災害等で減少した農業収入を補填する国の制度です。予測できないリスク等に備え、
収入保険に加入しましょう。

加入対象:青色申告を行っている農業者
対象収入:農業者が自ら生産した農産物の売上
責任期間:個人(1～ 12月)、法人(事業年度の1年間)

お問い合わせ・加入申請先　沖縄県農業共済組合　宮古支所　☎0980-72-4724

リスクに備え安心・安定の農業経営のため収入保険に加入しましょう

広報

13 TARAMA VILLAGE PUBLICITY PAPERS



広報

多良間村は、39番目の

連合に加盟しています。
「日本で最も美しい村」

令和5年 8月1日発行
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撮影  村山武範

緑の中に赤い姿
虫を補食するアカショウビン

発行／多良間村役場　編集／総務財政課広報係 〒906-0692宮古郡多良間村字仲筋99-2 ☎0980-79-2011
令和5年8月1日発行

（　　）内は前月比

緊急ダイヤル

火災・救急ワンクッションコール 119 番

警察官派出所 （79‒2010）110 番

急病人／多良間診療所 79 ‒2101

停電／沖縄電力多良間電業所 79 ‒2147

断水／役場住民福祉課 79 ‒2623

家畜疾病／役場産業経済課 79‒2503

ガス専用／ JA多良間 090‒6859‒2355

世帯数と人口
総世帯数    532  （0）

総人口 1,089  （‒2）

男 598 女 491

区　別 人　口 世帯数

土　原 64（0） 34（0）

天　川 90（0） 47（0）

津　川 86（‒1） 42（0）

宮　良 71（0） 31（0）

嶺　間 147（1） 68（0）

大　道 184（0） 94（0）

大　木 268（‒2） 122（0）

吉　川 175（0） 91（0）

水　納 4（0） 3（0）

出　生 0 死　亡 0

転　入 2 転　出 4

（令和5年 6月末現在）

※緊急の場合以外診療時間内での受診を心がけよう

救急車出動 …1件 …0件ヘリ搬送

 救急車・ヘリ搬送件数6月

編集後記

●  7月13日、保育所で行われた七夕夏祭りでは、甚平を身につけた園児達の笑顔で楽しそうに踊る
姿に元気を分けてもらいました！小・中学生の参加もあり、賑やかなお祭りでした。

●  暑さが厳しくなっていますね。外に出るだけで汗がどっと出てきます。こまめな休憩と水分補
給を行い、楽しい夏にしましょう！

● 今月号も広報誌に協力してくださり、ありがとうございます。       （大城）

子育てをするサンコウチョウ

撮影  村山武範
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